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・
相
談
役　
　
　

菅　

博
敏　
　

衣
笠
陽
雄

　
　
　
　
　
　
　

前
原
清
隆

・
幹
事
（
本
部
）
秋
山
陽
一
郎　

浦
山
志
郎

　
　
　
　
　
　
　

加
藤
貞
嗣　
　

今
野
茂
雄

　
　
　
　
　
　
　

篠
田
芳
明　
　

神
保
明
生

　
　
　
　
　
　
　

靍
田
俊
秀　
　

徳
吉
正
二

　
　
　
　
　
　
　

長
瀬
彰
孝　
　

中
野
晧
生

　
　
　
　
　
　
　

橋
爪
俊
輔　
　

林
田
守
一

　
　
　
　
　
　
　

村
川
淳
一　
　

吉
川
佐
賢

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
榮
樹

・
幹
事
（
地
方
）
布
村　

修
（
福
井
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

赤
谷
信
之
（
岐
阜
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

柴
田
晃
次
（
静
岡
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

水
谷　

昇
（
愛
知
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

大
西
邦
彦
（
香
川
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

氏
家
嘉
宣
（
香
川
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

下
間
豊
隆
（
筑
後
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

中
垣
秀
夫
（
熊
本
会
長
）

〇
有
志
懇
談
会

＊
1
月
24
日
16
時
30
分
か
ら
、
偕
行
社
で
開

催
。

卓
話
は
、
佐
藤
喜
久
二
君
の
「
防
災
行
政
の

現
状
と
課
題
」

参
加
者
は
、
今
野
茂
雄
、
佐
藤
喜
久
二
、
篠

田
芳
明
、神
保
明
生
、林
田
守
一
（
初
参
加
）、

正
本
禎
亮
、
村
川
淳
一
、
栁
澤
壽
昭
、
吉
川

佐
賢
、
和
田
明
範
、
渡
邉
榮
樹
の
11
名
。

＊
3
月
13
日
16
時
か
ら
、
偕
行
社
で
開
催
。

卓
話
は
、
加
藤
貞
嗣
君
の
「
海
外
駐
在
12
年

で
経
験
し
た
ア
ジ
ア
地
区
、
英
国
・
米
国
の

20
世
紀
後
半
海
外
事
情
」

参
加
者
は
、
浦
山
志
郎
、
今
野
茂
雄
、
加
藤

貞
嗣
、
神
保
明
生
、
長
瀬
彰
孝
、
橋
爪
俊
輔

（
初
参
加
）、
正
本
禎
亮
、
森
充
、
栁
澤
壽
昭
、

吉
川
佐
賢
、
和
田
明
範
の
11
名
。

＊
5
月
17
日
16
時
か
ら
、
陸
修
偕
行
社
で
開

催
。

卓
話
は
、
林
田
守
一
君
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
に
つ
い
て
」

参
加
者
は
、
今
野
茂
雄
、
崎
村
信
弘
、
林
田

守
一
、
正
本
禎
亮
、
森
充
、
栁
澤
壽
昭
、
吉
川

佐
賢
、
和
田
明
範
、
渡
邉
榮
樹
の
9
名
。

＊
今
後
の
予
定

7
月
16
日　
　

9
月
18
日　
　

11
月
20
日

1
月
15
日　
　

3
月
19
日

〇
偕
行
社
賀
詞
交
歓
会

　

1
月
8
日
に
靖
國
神
社
参
拝
後
、
神
社
内
靖

國
会
館
で
令
和
6
年
度
偕
行
社
新
春
賀
詞
交
歓

会
が
行
わ
れ
、
栁
澤
壽
昭
が
参
加
し
ま
し
た
。

正
本
禎
亮
、
森
充
は
昇
殿
参
拝
の
み
の
参
加
で

し
た
。

〇
令
和
6
年
度
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭

　

日
清
戦
争
終
結
の
4
月
17
日
、
靖
國
神
社
に

お
い
て
、
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
靍
田
俊
秀
、
前
原
清
隆
、
正
本
禎
亮
、

森
充
、
和
田
明
範
が
参
加
し
ま
し
た
。

〇
い
ざ
歌
わ
ん
哉

　

4
月
29
日
、
千
川
・
ス
タ
ジ
オ
信
号
空
間
で
、

第
17
回
い
ざ
歌
わ
ん
哉
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
野
茂
雄
、
神
保
明
生
、
正
本
禎
亮
、
和
田
明

範
が
参
加
、
声
を
限
り
に
軍
歌
を
歌
っ
て
き
ま

し
た
。

青
森
県
偕
行
会
念
願
の
花
見

青
森
偕
行
会
長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75

　

青
森
県
偕
行
会
は
、
14
日
に
開
花
し
19
日
に

満
開
を
迎
え
た
染
井
吉
野
に
合
わ
せ
、
例
年
よ

り
1
週
間
早
く
4
月
20
日
、
旧
弘
前
偕
行
社
庭

園
に
お
い
て
桜
花
の
下
で
、
紅
白
幕
を
張
っ
た

花
見
を
初
め
て
実
現
で
き
た
。
令
和
元
年
か
ら

計
画
は
し
た
も
の
の
、
同
年
は
紅
白
幕
を
張
っ

た
後
に
天
気
予
報
に
な
か
っ
た
雨
が
降
り
出

し
、
急
遽
施
設
内
の
小
集
会
所
に
場
所
を
変
更

し
て
行
っ
た
。
令
和
2
年
に
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

防
止
対
策
か
ら
、
大
講
堂
で
大
テ
ー
ブ
ル
に
1

人
と
い
う
花
見
だ
っ
た
。
令
和
3
年
と
4
年
は

天
気
予
報
が
降
雨
と
な
り
、
始
め
か
ら
小
集
会

所
で
間
隔
を
狭
め
て
行
っ
た
。
昨
年
は
、
降
雨

の
心
配
が
な
く
午
後
零
時
半
か
ら
「
花
見
」
を

開
始
し
た
。
開
始
し
た
も
の
の
約
30
分
後
に
は

強
風
と
な
り
、
紅
白
幕
が
バ
タ
バ
タ
と
揺
れ
、

折
り
詰
め
弁
当
や
コ
ッ
プ
が
飛
ば
さ
れ
、
会
話

も
出
来
ず
急
遽
施
設
内
の
小
集
会
所
に
場
所
を

変
更
し
て
行
っ
た
。

　

今
年
は
、降
雨
の
心
配
が
な
か
っ
た
も
の
の
、

弘
前
公
園
の
桜
祭
り
が
例
年
よ
り
も
1
週
間
前

倒
し
開
催
と
な
り
、
桜
も
満
開
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
全
国
か
ら
の
観
光
客
が
多
く
、
旧
弘
前
偕

行
社
の
見
学
に
も
大
型
観
光
団
の
予
約
が
入

り
、
同
庭
園
の
利
用
も
午
後
2
時
迄
と
な
り
、

開
始
時
間
を
午
前
11
時
と
し
た
。

　

当
日
、
午
前
8
時
か
ら
偕
行
社
職
員
2
人
の

協
力
を
得
て
会
場
を
作
り
、
10
時
に
は
紅
白
幕

を
張
り
終
え
準
備
が
整
っ
た
。

　

参
加
者
は
、
青
森
5
連
隊
の
記
念
日
と
重
な

る
な
ど
か
ら
青
森
市
か
ら
2
名
の
み
で
、
津
軽

地
方
の
13
名
、
計
15
名
と
な
っ
た
。
喜
ば
し
い

事
に
偕
行
会
行
事
に
初
め
て
越
野
修
三
（
陸
自

73
）、
田
中
幸
史
（
陸
自
75
）、
永
井
達
雄
（
陸

自
98
）
の
3
名
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
同
様
弘
前
駐
屯
地
司
令
は
、
翌
日
弘
前

駐
屯
地
創
立
56
周
年
記
念
日
を
控
え
て
い
た
こ

と
か
ら
案
内
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
弘
前
市
防

衛
協
会
会
長
工
藤
武
重
氏
も
、
翌
日
の
記
念
日

に
お
い
て
重
責
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
案
内
し
な

か
っ
た
。

　

終
了
時
間
に
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
約
半

数
が
揃
っ
た
10
時
40
分
に
乾
杯
で
花
見
の
宴
を

開
始
し
た
。
最
後
に
到
着
し
た
参
加
者
は
青
森

か
ら
J
R
奥
羽
線
利
用
で
、
花
見
客
で
列
車

が
混
雑
し
弘
前
駅
到
着
が
遅
れ
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
全
員
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
先
ず
集
合

写
真
撮
影
と
な
っ
た
。「
青
森
県
偕
行
会
」
の

横
幕
と
「
会
旗
」
を
前
に
広
げ
撮
っ
た
。
桜
花

下
で
の
6
年
越
し
の
念
願
が
叶
っ
た
。
そ
の
後

お
花
見
弁
当
で
ビ
ー
ル
、
銘
酒
等
を
飲
み
な
が

ら
の
懇
談
が
続
い
た
。
特
に
、
三
上
知
彦
（
陸

自
77
）
差
し
入
れ
の
タ
ラ
の
芽
の
天
ぷ
ら
が
初

物
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
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近
況
報
告
で
は
、
初
参
加
の
3
名
は
定
年
後

の
歩
み
を
、
例
年
参
加
者
は
昨
年
か
ら
の
変
化

等
が
報
告
さ
れ
、
約
2
時
間
の
会
食
懇
談
を
終

え
た
。
終
了
前
に
、「
陸
修
偕
行
社
広
報
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
）」「
朝
雲
新
聞
（
令

和
6
年
3
月
15
日
発
行
）」
及
び
「
修
親
4
月
号

（
令
和
4
月
1
日
発
行
）」
を
説
明
し
、
陸
修
偕

行
社
の
発
足
に
伴
う
県
陸
修
偕
行
会
の
今
後
の

在
り
方
を
話
し
合
っ
た
。

　

2
時
間
に
及
ん
だ
花
見
は
、
秋
の
総
会
で
の

再
会
を
期
し
て
旧
弘
前
偕
行
社
を
後
に
し
た
。

　

な
お
、
翌
日
の
弘
前
駐
屯
地
創
立
56
周
年
記

念
行
事
も
市
民
約
2
5
0
0
人
が
訪
れ
、
観

閲
行
進
や
模
擬
演
習
を
楽
し
ん
だ
。

青
森
県
偕
行
会

　「
弘
前
忠
霊
塔
公
開
」に
協
力

青
森
偕
行
会
長　

稲
村
孝
司　

陸
自
75

　

昨
年
7
月
23
日
発
足
し
た
「
弘
前
忠
霊
塔
を

守
る
会
」
が
、
弘
前
桜
祭
り
に
合
わ
せ
て
4
月

28
日
、
29
日
の
両
日
と
、
5
月
3
日
か
ら
5
日

の
計
5
日
間
本
堂
、
納
骨
堂
、
礼
拝
の
間
な
ど

全
室
を
一
般
公
開
し
た
。
同
会
は
「
青
森
県
の

慰
霊
と
観
光
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
し
て
、
昨

年
8
月
の
お
盆
期
間
以
来
の
公
開
と
な
っ
た
。

　

時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
間

で
、
毎
日
2
名
の
役
員
が
説
明
に
当
た
っ
た
。

偕
行
会
員
は
3
日
間
6
名
が
担
当
し
、
小
生
は

5
月
4
日
み
ど
り
の
日
を
担
当
し
た
。

　

公
開
に
当
た
り
、
4
月
27
日
地
元
陸
奥
新
報

1
面
に
タ
イ
ト
ル
「
弘
前
忠
霊
塔
知
っ
て　

あ

す
か
ら
本
堂
な
ど
一
般
公
開
」
と
共
に
忠
霊
塔

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。

　

公
開
翌
日
の
29
日
に
は
同
陸
奥
新
報
に
タ
イ

ト
ル
「
弘
前
忠
霊
塔　

手
を
合
わ
せ
戦
没
者
悼

む　

納
骨
堂
や
礼
拝
の
間
一
般
公
開
始
ま
る
」

と
共
に
、
礼
拝
の
間
で
手
を
合
わ
せ
る
観
光
客

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
。
記
事
に
は
「
県
内
外

か
ら
50
人
を
超
え
る
観
光
客
が
足
を
運
び
、
本

堂
で
線
香
を
上
げ
た
後
、
礼
拝
の
間
や
納
骨
堂

で
手
を
合
わ
せ
た
り
、
展
示
室
で
特
攻
隊
員
の

記
録
資
料
な
ど
を
じ
っ
く
り
見
た
り
し
た
」。

ま
た
、
参
拝
者
の
「
特
攻
隊
員
の
遺
書
を
通
し

て
少
し
で
も
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

し
、
多
く
の
戦
没
者
を
供
養
す
る
忠
霊
塔
を
守

り
、
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
話
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

同
会
発
会
後
に
、
忠
霊
塔
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
り
新
た
な
事
実
が
判
明
し
た
。
先
ず
、
忠

霊
塔
の
設
計
者
だ
っ
た
弘
前
市
出
身
の
「
川
元

良
一
」
の
詳
し
い
経
歴
が
判
っ
た
。
同
氏
は
東

京
で
数
々
の
近
代
建
築
を
手
が
け
、
丸
ビ
ル
や

長
崎
造
船
所
な
ど
、
三
菱
関
係
の
建
築
設
計
監

督
者
を
務
め
た
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
、
銀

座
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
（
現
奥
野
ビ
ル
）、
軍
人

会
館
（
の
ち
の
九
段
会
館
、
現
九
段
会
館
テ
ラ

ス
）
な
ど
を
生
み
出
し
た
。
昭
和
15
年
に
弘
前

忠
霊
塔
の
設
計
に
着
手
し
た
。
戦
後
の
昭
和
39

年
に
は
、
忠
霊
塔
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
軍
神

像
を
制
作
し
た
、
弘
前
市
出
身
の
彫
刻
家
・
三

國
慶
一
と
共
に
、
渋
谷
区
に
あ
る
「
二・
二
六

事
件
記
念
慰
霊
像
」
を
共
同
で
建
築
し
た
。
ま

た
、忠
霊
塔
の
文
字
は
菱
刈
隆
（
元
陸
軍
大
将
、

大
日
本
忠
霊
顕
彰
会
長
）
が
揮
毫
し
た
こ
と
も

判
っ
た
。

　

4
日
の
観
光
客
案
内
説
明
の
様
子
を
記
す
。

当
日
は
田
中
多
巳
夫
会
員
（
陸
自
95
、
83
歳
）

と
勤
務
し
た
。
午
前
8
時
に
は
忠
霊
塔
入
口
の

鍵
を
開
け
、入
口
に
国
旗
を
掲
揚
す
る
と
共
に
、

偕
行
社
の
幟
旗
2
本
を
外
柵
の
入
口
左
右
に
立

て
た
。
来
場
者
に
は
、
先
ず
、
本
堂
前
の
常
時

開
放
室
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
青
森
県
戦
没
者
銘

板
・
2
万
9
1
7
6
柱
の
氏
名
と
約
1
7
0

0
の
骨
壺
を
説
明
す
る
。
あ
わ
せ
て
お
釈
迦
様

の
仏
舎
利
及
び
三
蔵
法
師
の
霊
骨
が
納
め
ら
れ

て
い
る
、
全
国
で
も
希
少
な
忠
霊
塔
で
あ
る
こ

と
を
加
え
る
。
引
き
続
き
、
本
堂
に
案
内
し
、

仏
舎
利
及
び
三
蔵
法
師
の
霊
骨
が
納
め
ら
れ
て

い
る
金
庫
と
弘
前
市
出
身
の
日
本
彫
刻
界
の
重

鎮
三
國
慶
一
が
昭
和
18
年
に
制
作
し
た
忠
霊
塔

の
本
尊
・
木
造
の
軍
神
像
を
説
明
す
る
。
次
い

で
、
拝
礼
の
間
を
通
り
第
1
展
示
室
で
は
、
戦

争
の
記
録
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
説
明
す
る
。
1

枚
目
の
パ
ネ
ル
は
タ
イ
ト
ル
「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

こ
そ
第
2
次
世
界
大
戦
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
」と
昭
和
16
年
当
時
の
世
界
情
勢
を
述
べ
る
。

2
枚
目
は
タ
イ
ト
ル
「
A
B
C
D
包
囲
網
〜

追
い
詰
め
ら
れ
て
ゆ
く
日
本
〜
」
と
続
き
、
真

珠
湾
攻
撃
か
ら
マ
レ
ー
上
陸
戦
・
マ
レ
ー
沖
海

戦
と
5
枚
の
パ
ネ
ル
で
説
明
す
る
。
6
枚
目
の

タ
イ
ト
ル
「
学
徒
出
陣
」
で
は
、
日
本
も
開
戦

約
2
年
目
の
昭
和
18
年
10
月
に
は
、
戦
う
軍
人

が
足
り
な
く
な
り
徴
兵
猶
予
さ
れ
て
い
た
学
生

を
も
召
集
し
た
。
現
在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
大
学

生
は
徴
兵
猶
予
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
日
本

と
同
じ
に
な
る
だ
ろ
う
と
強
調
し
た
。
次
い
で

「
硫
黄
島
の
玉
砕
」
と
続
き
、
最
後
の
パ
ネ
ル




